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ゆる dipole magnet の磁場均一度を高めるための新らしい計算を行い，高次の不均一項までを消去出
来る設計を実現させた口
次いで和気君は超伝導線材の基礎的研究を行い，クエンチングを生ずる要因としてその力学的条件を
吟味し，安定なマグネット稼動条件を求めるのに成功し，乙れを実際の加速器に応用して期待通りの特
性を得る事に成功した。これらの成果により，フェノレミ研究所の大型加速器計画は大きく前進する事と
なった。この事実は広く世界に知られており，その原動力となった和気君の研究成果は理学博士の学位
論文として充分の価値あるものと認められる。
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